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☆☆☆☆：聞く価
値はある
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は保有
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ＣＤ番号 レーベル

交響曲第1番(1902) ※※
４楽章で２６分。同時代の北欧の作曲家
の作品に比べて印象が薄い。

交響曲第2番(1904) ※※
４楽章で２８分。同時代の北欧の作曲家
の作品に比べて印象が薄い。

交響曲第３番(1907) ☆☆☆☆

４楽章で３５分。金管楽器が多用され、
第３楽章ではコラール風の旋律が盛大
に鳴るなど、だいぶ大衆向けになってい
ます。

交響曲第４番(1912) ☆☆☆☆

４楽章で４２分。第３番と同様に聞きや
すい曲です。第３楽章には女声の歌が
入りますが、特ｊに効果的ではありませ
ん。第４楽章の最後はまたコラールで
す。

交響曲第５番(1916) ☆☆☆☆

４楽章で３３分。聞き映えのする部分が
多くあります。第１，２楽章に登場する民
謡の旋律はリャプーノフの”ウクライナ民
謡による狂詩曲”に用いられたものと同
じ？第4楽章はフーガです。

交響曲第６番(1925) ※※
４楽章で３５分。とりとめのない印象で
す。

Kalevi　Aho アホ 1949- 15 交響曲第５番(1976) ※※
４つの部分から成る単一楽章で２４分。
オーケストラは良く鳴りますが、面白味
には欠けます。
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